
「
国
語
の
カ
」
の
成
立
過
程
Ⅷ

…
圭
だ
学
-
-
蝣
-
-
;
'
.
:
-
 
-
?
蝣
*
-
-

九
(
つ
づ
き
)

本
誌
轟
七
号
に
引
用
し
た
よ
う
に
'
「
国
語
の
カ
」
　
四
　
文
の
律
動
　
に

お
い
て
は
,
モ
ウ
ル
ト
ン
の
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
か
ら
'
五
例
引
か
れ
て

い
る
。「

国
語
の
カ
」
の
節
四
・
f
t
と
も
い
う
べ
き
「
文
の
控
動
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

一

一

心

の

律

動

lォ

二≡I
I

五六七<九
一
〇

小
供
の
音
律
盛

花
:
i
O
束
え
方

(
-
)

文
字
を
辞
に
翻
訳
す
る
力

外
辞
と
内
辞
-

内
辞
の
恥
き
方
(
一
　
　
(
=
N
)

由
辞
の
`
恥
き
方
(
二
)

内
辞
の
聴
き
方
(
≡
)

内
辞
に
於
け
る
単
語

モ
ン
テ
ッ
ー
ソ
リ
ー
の
韻
文
教
授
法

五

一　一　一-　-　-一・一　一一一　一一一一　一　一　-

=5九八廿六五四三二一　野
音
群
と
ア
ク
セ
ン
ト

歌
の
形

ス
ト
レ
ッ
ス
の
形
辞
　
　
(
ォ
0

強
音
の
発
達

文
化
の
律
動

-　7

合
唱

野
情
詩
の
節
奏

謡
物
の
節
奏

民
謡
・
童
謡
・
口
語
詩

祝
説
の
音
感

通
読
の
速
挺

二
二
　
総
括

引
用
個
所
は
'
右
の
よ
う
で
あ
っ
て
'
第
一
幕
・
第
三
串
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
集
中
的
な
引
用
で
は
な
い
。
モ
ウ
ル
ト
ン
の
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
で

は

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

ー

　

　

∵

'

.

 

'

;

れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
な
考
え
か
た
に
お
い
て
、
壷
内
先
生
は
、
い
つ
も
モ



ウ
ル
ト
ン
を
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
詩
」
・
「
散

文
」
お
よ
び
そ
れ
ら
の
胡
樽
の
開
墾
「
想
韻
」
研
究
の
問
題
'
「
文
学
反
坪
」

バ
ラ
ッ
パ
ダ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
サ
イ
シ
T
T
]
ン

の
問
題
'
「
民
謡
舞
踊
」
の
問
題
、
「
表
出
」
の
問
題
な
ど
'
モ
ウ
ル
ト
ン
の

研
究
の
中
か
ら
'
特
色
あ
る
考
え
か
た
・
考
察
が
'
そ
れ
ぞ
れ
ふ
ま
え
ら
れ
た

り
'
援
用
さ
れ
た
り
し
て
3
・
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
'
五
　
国
文
学
の
体
系
　
に
お
い
て
は
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
'
引
用
さ

れ
て
い
る
。

五
　
国
文
学
の
体
系

1
　
「
読
む
こ
と
は
そ
の
作
用
に
依
り
て
新
し
い
人
格
と
文
化
と
の
創
造
に

参
加
す
る
こ
と
で
あ
る
。
モ
ウ
ル
ト
ン
が
創
造
は
神
秘
的
元
初
に
於
て
終
っ
た

の
で
な
い
。
今
も
こ
れ
か
ら
も
常
に
新
し
い
人
性
と
文
化
が
創
造
さ
れ
つ
つ
あ

る
の
で
あ
る
。
神
が
士
で
か
た
め
た
形
に
呼
息
を
ふ
き
入
れ
て
そ
れ
を
生
か
し

た
よ
う
に
'
詩
人
は
人
間
の
心
の
中
に
魂
を
生
か
す
の
で
あ
る
O
こ
れ
を
読
む

の
は
又
実
に
再
創
造
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
意
喋
も
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
」
　
(
有
朋
望
板
「
同
語
の
カ
」
　
五
　
国
文
学
の
体
預
　
二
　
認
識
の

統
一
二
三
八
ペ
)

P
　
「
宇
宙
の
創
造
は
'
あ
る
神
秘
的
過
去
に
お
い
て
終
っ
た
の
で
は
な

く
'
そ
れ
は
'
人
が
詩
に
お
い
て
自
然
の
再
創
造
を
す
る
問
は
、
今
も
'
ま
た

永
遠
に
、
つ
づ
-
の
で
あ
る
。
創
作
的
視
力
が
'
詩
及
び
芸
術
の
製
作
者
の
為

に
'
並
び
に
'
そ
の
結
盟
の
為
に
'
必
嬰
と
さ
れ
る
。
」
　
(
本
多
顕
彰
訳
「
文

学
の
近
代
的
研
究
」
　
結
論
　
文
学
の
伝
統
的
及
び
近
代
的
研
究
　
五
八
七
～

五
八
八
ペ
)

P
　
「
伝
説
は
'
人
間
自
身
が
塁
尚
の
創
造
者
に
よ
っ
て
大
地
の
士
か
ら
作

∴

-

蝣

'

:

.

:

蝣

:

:

蝣

<

-

;

,

,

蝣

蝣

蝣

:

　

・

-

-

-

;

∵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、

f

f

?

V

-

v

'

て

　

　

　

　

・

・

-

蝣

-

蝣

-

.

・

*

.

・

-

・

-

「

　

　

　

　

　

蝣

'

.

"

.

-

*

M

第
八
を
、
自
然
界
の
う
え
に
人
間
の
創
作
力
を
働
か
せ
る
こ
と
の
大
特
許
状
で

あ
る
と
琴
見
る
。
そ
の
軍
は
人
間
を
神
の
配
下
の
総
督
と
し
て
表
わ
し
て
い

る
。
偉
大
な
天
の
創
造
者
は
'
人
間
を
1
天
と
比
し
て
ほ
乳
の
み
児
に
す
ぎ

な
い
も
の
を
1
神
の
代
表
者
と
し
た
。
人
間
自
身
の
為
に
へ
謙
遜
の
調
子
が

打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。
(
例
語
'
省
略
)
し
か
し
、
こ
の
人
問
に
'
自
然
を

安
配
す
る
神
の
主
権
が
委
任
さ
れ
て
い
る
。
(
例
詩
'
省
略
)
そ
の
統
治
権
は

物
質
的
傾
用
権
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
人
間
の
、
自
然
に
対
す
る
主

樺
の
一
部
は
'
再
創
造
す
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
前
に
へ
第
十
三
軍
)
引
田

し
た
サ
ァ
・
ト
.
マ
・
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
言
淳
の
精
神
に
お
い
て
'
創
造
の
仕
事
は

第
六
日
目
で
止
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
。
早
苗
の
創
造
は
今
な
お
つ
づ
け
ら

れ
'
人
間
は
詩
的
自
然
を
創
造
し
っ
つ
あ
る
の
で
あ
る
O
」
　
(
本
多
顕
彰
訳

「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
五
臨
　
第
二
十
軍
　
人
生
及
び
自
然
の
よ
り
高

級
な
解
釈
と
し
て
の
文
学
　
四
一
八
-
四
二
〇
ペ
)

寸
マ

「
P
o
e
t
『
詩
人
』
は
希
隠
語
で
'
或
る
も
の
を
作
り
苦
く
は
創
造
す
る

i
I
^
X
z
E

人
の
意
で
あ
る
。
英
国
の
詩
人
は
『
作
る
人
』
と
呼
ば
れ
る
の
が
常
で
あ
っ

た
。
瑠
H
V
M
サ
。
雪
空
(
這
)
は
'
英
語
の
署
で
は
『
我
等
は

神
の
作
り
給
へ
る
も
の
な
り
』
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
希
隠
語
の
原
文
で
は
『
我

ヽ

々
は
神
の
詩
な
り
』
と
あ
る
。
神
は
宇
宙
の
造
物
主
で
創
造
者
で
あ
り
'
我
々

は
神
が
創
造
し
、
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
如
-
に
、
詩
人
は
想
櫓
的
字
苗
の
創

造
者
で
へ
そ
の
宇
宙
を
想
像
の
人
物
と
出
来
事
と
を
も
っ
て
充
た
す
。
」
　
(
本

多
顕
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
一
篇
　
第
一
等
　
文
学
の
形
態
の
諸

増
刊
湘
　
1
1
J
 
1
 
1
/
ぺ
)

2
　
「
又
'
モ
ウ
ル
ト
ン
が
P
l
o
t
と
M
o
v
e
m
e
n
t
の
区
別
を
意
識
し
た
(
そ

れ
は
同
じ
も
の
ゝ
滴
面
で
あ
る
こ
と
を
弁
明
し
て
は
居
る
が
)
こ
と
与
も
こ
1

-　8　-



に
一
例
と
し
て
附
夢
見
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
石
E
S
I
望
坂
「
国
語
の

小
　
I
　
　
　
　
　
　
∴
　
　
つ
.
'
。
∴
一
¥
r
¥
¥
:
.
)

I
c
q
　
「
今
一
つ
の
重
嬰
な
区
別
は
'
プ
ロ
ッ
ト
と
進
行
と
の
そ
れ
で
あ
る
。

前
者
は
設
計
と
し
て
孝
苦
れ
た
芸
術
作
品
で
あ
る
。
進
行
は
詩
の
始
め
か
ら

終
り
ま
で
の
前
進
に
お
け
る
計
画
を
取
り
上
げ
る
。
闇
単
な
作
品
に
お
い
て

は
,
こ
の
二
つ
が
同
一
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
即
ち
、
プ
ロ
ッ
ト
が
進
行
に

あ
る
の
で
あ
る
。
複
雑
な
作
品
に
お
い
て
は
'
そ
れ
ら
が
別
個
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
,
同
一
の
も
の
の
相
異
る
相
で
あ
り
、
そ
し
て
、
進
行
は
'

7
マ云

わ
ば
,
前
進
の
紐
築
で
あ
る
o
」
(
本
多
頂
抄
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」

三
I
-
'
.
-
"
'
-
'
小
　
　
　
　
∴
　
　
　
　
　
　
　
・
-
;
蝣
!

p

m

凸3
　
「
か
よ
う
に
動
機
と
態
度
・
プ
ロ
ッ
ト
と
の
関
係
を
準
え
る
時
に
、
動

機
は
直
接
に
態
度
で
も
プ
ロ
ッ
ト
で
も
な
く
、
態
度
の
達
抗
は
い
い
準
え
れ
ば

『
文
学
思
潮
』
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
モ
ウ
ル
ト
ン
が
プ
ロ
ッ
ト
を
説
明

し
て
文
学
的
嘩
癖
で
あ
る
と
共
に
芸
術
関
頭
理
で
あ
る
と
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
,
そ
の
展
開
は
文
学
思
潮
と
本
質
に
於
て
同
一
で
あ
る
と
班
柁
す
る
こ
と
が

o
r
'
-
'
.
.
喜
「
　
　
・
-
蝣
"
"
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
‥
.
-
;

と
態
度
　
二
四
二
-
二
四
三
ペ
)

が
　
「
文
学
の
芸
術
に
お
け
る
墓
も
基
斑
的
な
点
は
、
筋
の
興
味
で
あ
る
。

芸
術
作
品
と
し
て
の
物
語
は
、
多
様
に
お
け
る
統
一
で
あ
る
。
も
し
'
す
べ
て

の
細
部
が
、
包
括
的
統
一
の
内
部
に
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
へ
そ
の

†
t
・

細
部
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
程
へ
そ
の
芸
術
は
豊
で
あ
る
。
プ
ロ
ッ
ト
は
、
個

々
の
場
合
へ
の
通
用
に
お
い
て
'
こ
れ
を
法
式
化
し
よ
う
と
す
る
。
あ
る
詩
の

1

・

・

-

"

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

‥

与
え
る
。
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
'
プ
ロ
ッ
ト
は
詩
の
建
築
で
あ
る
。
し
か
し
'

物
語
も
亦
人
間
的
興
味
を
持
つ
。
こ
の
方
両
か
ら
見
れ
ば
、
プ
ロ
ッ
ト
は
'
創

∴

‥

-

.

.

.

,

蝣

:

・

蝣

蝣

・

　

蝣

:

　

蝣

蝣

-

・

-

-

.

'

(

蝣

'

)

・

'

・

'

ま
た
他
の
者
は
法
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
は
二
つ

の
意
味
あ
る
全
体
の
部
分
と
し
て
孝
吉
れ
る
。
各
々
の
個
々
の
物
語
は
'
創

作
者
と
し
て
は
詩
人
を
'
そ
の
法
の
計
画
宕
-
は
損
理
と
し
て
は
プ
ロ
ッ
ト
を

持
つ
と
こ
ろ
の
小
宇
宙
で
あ
る
。
し
か
し
'
プ
ロ
ッ
-
の
こ
の
二
つ
の
相
は
密

接
に
関
係
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
芸
術
に
お
け
る
計
画
と
人
間
的
興
味
と
は
不
可

分
で
あ
る
。
故
に
,
あ
る
物
語
の
摂
理
を
形
作
る
と
こ
ろ
の
'
根
底
を
な
す
計

画
は
,
美
成
荘
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
中
略
)
プ
ロ
ッ
ト
は
、
詩
的
建

築
で
あ
る
と
同
時
に
,
ま
た
芸
術
的
税
理
で
あ
る
。
」
(
本
多
顕
彰
訳
「
文
学

ち
-
r
'
-
'
-
^
-
r
.
蝣
-
-
-
蝣
-
'
i
一
　
　
　
　
手
　
　
ニ
ー
∵
∵

し
て
の
筋
　
四
三
四
ペ
)

ヒ
ス
ト
P
I
　
　
　
　
　
　
エ
'
#
_
〟
.
-
.
,
¥
ヨ
ン

4
　
「
モ
ウ
ル
ト
ン
が
文
学
史
は
『
匿
史
』
で
な
い
、
『
展
開
』
で
あ
る
と

考
え
て
居
る
如
-
文
学
の
本
質
の
詑
方
は
こ
の
立
場
に
於
て
始
功
て
生
々
し
た

作
用
と
な
る
の
で
あ
る
o
」
(
虜
朋
望
版
「
国
語
の
力
」
　
五
　
国
文
学
の
体

釆
　
四
　
動
機
と
態
度
　
二
四
四
ペ
)

が
　
「
歴
史
は
,
語
の
普
通
の
意
味
に
お
い
て
過
去
の
出
来
事
に
対
し
て
用

い
ら
れ
る
時
,
ま
た
は
へ
我
々
が
自
然
歴
史
(
博
物
)
に
つ
い
て
云
う
場
合
の

事
物
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
時
に
は
'
視
察
及
び
記
録
を
意
味
す
る
。
.
そ
れ
は

か
よ
う
に
し
て
,
他
の
す
べ
て
の
研
究
が
基
づ
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
基
礎
を
持

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
他
の
研
究
に
通
用
さ
れ
る
と
同
様
に
文
学
研
究
沼
も

通
用
さ
れ
る
o
し
か
し
、
こ
こ
で
へ
我
々
は
、
今
一
つ
'
文
学
の
内
的
及
び
外

的
研
究
の
問
に
区
別
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
o
文
学
史
は
'
こ
の
用
語
の
軍
通

の
用
法
に
お
い
て
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
'
正
に
外
的
研
究
に
属
す
る
O
そ
れ

‥

、

.

　

∵

'

-

.

'
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-

'

・

'

∵

　

、
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∴
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∵
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∴

マ
マ

'
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蝣

　

I

'

-
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'
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'

蝣

'

∴

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

　

∵

ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
そ
の
変
形
t
に
通
用
せ
ら
れ
た
均
合
に
は
さ
よ
う
な
文

学
史
は
非
常
に
文
学
的
展
開
の
形
式
を
取
る
傾
き
が
あ
る
.
展
開
は
個
々
の
作

品
に
よ
り
は
、
寧
ろ
、
文
学
作
品
の
根
柾
に
あ
る
過
程
に
関
係
し
て
い
る
o
そ

マ
マ

∵

　

*

'

・

-

・

'

'

-

・

‥

　

　

.

　

　

∵

　

　

　

∵

:

_

:

辛

の
精
神
茨
び
職
能
に
お
け
る
変
化
を
駁
扱
う
。
そ
し
て
こ
れ
を
考
察
す
る
の
は

文
学
批
評
の
餅
域
で
あ
る
。
さ
よ
う
な
展
開
的
分
折
は
文
学
研
究
の
最
も
奥
底

の
部
分
を
構
成
す
る
。
」
　
(
本
多
顕
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
二
箭

第
五
山
中
　
文
学
の
内
的
及
び
外
的
研
究
一
二
二
I
l
二
三
ペ
)

L
E
:
　
「
モ
ウ
ル
ト
ン
か
バ
ラ
ー
ド
ダ
ン
ス
を
文
学
の
原
型
で
あ
る
と
考
え
た

よ
う
に
日
本
文
学
に
於
て
遡
り
視
る
最
も
古
い
形
も
『
祈
り
』
　
『
語
る
こ
と
』

『
う
た
』
が
合
体
し
た
祥
動
の
上
に
見
田
さ
れ
る
。
」
・
(
有
朋
望
版
「
国
語
の

カ
」
　
五
　
国
文
学
の
休
釆
　
九
　
古
代
文
学
の
特
性
　
二
五
〇
ペ
)

a

玩

t

a

a

a

B

E

サ
c
　
「
文
学
的
形
態
の
根
本
的
要
素
は
民
謡
舞
踊
で
あ
る
。
こ
れ
は
韻
文
と

音
楽
の
伴
奏
及
び
架
桐
と
の
結
合
で
あ
る
.
そ
し
て
そ
の
舞
踊
は
へ
そ
の
語
が

近
代
人
の
耳
に
暗
示
す
る
返
り
の
も
の
で
は
な
く
梗
侭
的
及
び
暗
示
的
所
作

で
あ
っ
て
'
流
説
者
の
身
振
り
は
そ
れ
け
最
も
近
い
遺
物
で
あ
る
。
文
学
は
'

初
め
て
自
然
葬
生
的
に
現
わ
れ
る
場
合
に
は
'
こ
の
形
態
を
と
る
O
主
匙
若
く

主
　
　
「
　
い
・
㍉
・
才
、
　
　
ー
け
'
T
V
f
f
・
　
い
　
　
∴
・
L
-
-
・
-
J

れ
る
。
(
中
略
)
民
謡
舶
露
は
'
か
-
の
如
く
今
日
で
は
詩
'
音
楽
へ
舞
蹄

と
い
う
三
つ
の
別
々
の
芸
術
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
の
共
通
の
劫
芽
で

プ
B
ト
プ
ラ
ズ
ム

あ
る
。
(
中
略
)
民
謡
射
断
は
文
学
の
原
型
負
と
し
て
放
る
。
そ
し
て
'
結

局
へ
こ
の
原
始
的
形
態
に
ま
で
、
文
学
の
他
の
す
べ
て
の
形
態
は
跡
づ
け
ら
れ

・

-

・

・

'

・

㍉

I

・

.
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・
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㌻
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.
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∴

　

I

 

v

.

'

.

I

'

.

-

文
学
の
形
態
の
諸
学
崇
一
〇
～
一
一
ペ
)

6
　
「
モ
ウ
ル
ト
ン
の
『
粍
界
文
学
』
の
如
き
無
心
が
産
み
出
さ
れ
、
又
文

学
研
究
の
体
罪
に
ま
で
琴
N
i
J
を
及
ぼ
し
た
の
は
最
も
白
S
.
:
な
考
え
方
で
あ

る
。
」
　
(
有
朋
堂
駁
「
国
語
の
力
」
　
五
　
国
文
学
の
体
系
　
九
　
古
代
文
学

の
特
性
　
二
五
一
ペ
)

t
t
D
　
「
私
の
堕
こ
の
著
作
は
『
封
書
の
文
学
的
研
究
へ
聖
典
に
現
わ
れ
た
る

文
学
的
形
式
の
説
明
』
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
'
こ
れ
に
従
誹
し
な
が

∴
'
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=
上
・
・

む
文
学
的
括
遇
の
探
求
に
没
頭
し
た
.
私
の
最
後
の
仕
事
は
,
文
学
の
他
界
全

体
を
'
個
々
の
特
殊
の
文
学
の
蛮
合
と
し
て
で
は
な
く
'
英
凹
人
的
立
場
か
ら

民
望
さ
れ
た
『
性
界
文
学
』
の
概
念
に
よ
っ
て
把
挺
し
よ
う
と
す
る
企
て
で
あ

っ
た
。
」
　
(
本
多
以
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
序
　
三
ペ
)

伊
　
「
世
界
文
学
は
搭
史
的
統
一
と
し
て
の
文
学
的
材
料
を
提
出
す
る
。
そ

の
本
流
は
古
典
文
学
で
'
こ
れ
は
我
・
t
の
文
学
的
誹
概
念
を
決
定
す
る
最
高
の

O
i
n
柾
を
持
っ
て
来
た
。
基
督
紀
元
第
一
付
紐
か
ら
こ
の
本
流
は
聖
書
の
文
学

と
い
う
姉
妹
的
の
流
れ
を
受
け
容
れ
て
い
る
。
こ
の
後
者
は
、
そ
の
内
容
鞘
神

に
関
し
て
は
最
初
か
ら
有
力
で
あ
っ
た
が
'
ま
だ
、
文
学
的
形
態
に
対
す
る
そ

の
関
係
の
十
分
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
学
の
抗
れ
は
'
中

世
文
化
の
謂
時
代
及
び
共
通
の
条
件
の
も
と
を
相
並
ん
で
進
む
諸
文
学
の
話
時

代
を
通
り
抜
け
る
問
に
様
々
の
支
流
を
受
け
容
れ
つ
づ
け
る
O
伝
統
的
な
,
m
崇
約

並
び
に
批
評
の
開
陳
な
誤
認
は
、
こ
れ
ら
を
導
い
た
見
解
の
b
'
さ
か
ら
主
に
起

っ
た
O
唯
世
界
文
学
1
個
々
の
言
語
間
の
差
異
を
駆
れ
て
研
究
さ
れ
た
文
学

-
　
の
み
が
'
安
じ
て
そ
れ
か
・
レ
帰
納
が
な
し
軍
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
文
学
的
材

I
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∴
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二
・
川
　
　
　
　
　
∵
.
-
.
,
.
.
.
-
.
,
J
.
.
r
　
　
　
)
-
r
 
l
り

五
ペ
)ぴ

　
「
全
世
界
の
文
学
は
,
す
べ
て
の
文
学
の
総
計
を
普
炭
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
世
界
文
学
は
,
私
の
E
E
語
に
お
い
て
は
,
与
え
ら
れ
た
見
地
か
ら
'
多
分

視
察
者
の
国
民
的
立
脚
点
か
ら
,
遠
近
画
法
の
仕
方
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
全
世

界
の
文
学
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
差
異
は
、
地
理
学
と
風
景
画
の
¥
%
術
と
が
同

じ
自
然
物
を
敢
扱
う
際
の
,
互
に
異
る
扱
い
方
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
(
中

略
)
ど
の
場
合
に
お
い
て
も
'
世
界
文
学
は
兵
の
統
一
で
あ
り
'
そ
し
て
、
す

べ
て
の
文
学
の
竺
の
反
映
で
あ
る
と
こ
ろ
の
統
一
で
あ
る
。
」
(
本
多
出
抄

訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
二
篇
第
四
軍
文
学
の
分
野
の
統
一
と
世

界
文
学
の
概
念
　
九
二
～
九
三
ペ
　
引
用
老
注
、
「
世
界
文
学
」
〔
マ
ク
、
・
、
ラ

ン
〕
　
(
六
ペ
)
か
ら
、
原
著
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
)

7
　
「
現
代
文
学
は
大
体
に
於
て
四
桟
敷
の
類
型
曇
T
S
す
。
そ
の
一
は
叙
事

文
学
特
に
小
説
,
そ
の
二
は
劇
文
学
、
そ
の
三
は
詩
特
に
浄
帖
文
学
、
そ
の
四
は

試
論
(
モ
ウ
ル
ト
ン
は
P
h
i
l
c
s
o
p
b
y
と
い
う
)
で
あ
る
。
こ
の
区
分
は
又
こ
れ

ま
で
引
田
し
た
モ
ウ
ル
ト
ン
の
文
学
形
態
学
の
基
礎
整
応
で
あ
っ
て
'
こ
の
四

型
が
,
恰
も
東
西
南
北
の
方
角
の
よ
う
に
'
相
互
に
閑
即
し
'
従
っ
て
そ
の
融

解
を
も
琴
晶
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
立
場
か
ら
、
日
本
文
学
と
惟
界
的
文

・

-

.

;

-

-

 

-

-

.

,

　

L

t

 

t

　

　

　

　

∵

　

　

T

:

・

l

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
'
モ
ウ
ル
ト
ン
が
こ
の
四
型
に
基
い
て
'
叙
事

・

-

・

'

/

蝣

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

に
,
日
本
文
学
の
形
態
学
的
研
究
の
立
場
か
ら
、
性
界
的
文
学
を
統
合
し
'
そ

-

・

-

・

・

・

-

　

　

　

　

　

　

　

　

,

=

㍉

　

　

　

‥

本
文
学
思
潮
の
広
い
大
き
い
幅
を
判
然
と
示
す
手
が
か
り
と
な
り
、
各
預
託
づ

け
を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
国
文
学
の
体
潔
が
建
立
し
軍
り
る
ゝ
で
あ
ろ
う
。
L

c

¥

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

　

　

∵

.

I

.

善
か
　
二
六
〇
～
二
六
一
ペ
)

γ
　
「
こ
れ
ら
の
四
つ
の
も
の
'
叙
述
と
表
出
'
詩
と
故
文
、
は
文
学
形
態

の
東
西
南
北
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
文
学
の
四
つ
の
種
規
と
考
え
ら
る
べ
き
で
は

な
い
O
し
か
し
羅
針
堤
の
東
西
南
北
の
如
く
'
こ
れ
ら
は
'
文
学
的
捕
動
が
動

く
四
つ
・
の
必
然
的
方
向
を
表
わ
し
て
い
る
。
文
学
は
'
民
謡
舞
踊
に
お
け
る
出

発
点
か
ら
発
展
し
て
、
そ
の
躍
動
が
こ
れ
ら
四
つ
の
方
向
に
向
け
ら
れ
て
い
る

の
を
見
出
す
。
か
く
の
如
-
向
け
ら
れ
た
運
動
の
結
果
は
文
学
形
態
の
六
つ
の

要
素
を
我
々
に
与
え
る
。
(
中
略
)
さ
て
'
こ
れ
ら
'
即
ち
、
叙
璃
詩
、
坪
情

請
,
就
曲
及
び
,
歴
史
'
召
学
、
雄
弁
、
が
文
学
形
態
の
六
つ
の
項
崇
で
あ

る
・
し
か
し
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
文
学
形
態
論
の
基
礎
に
ま
で
達
し
て
い
る
誤

的
を
避
け
る
為
に
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
学
形
態
の
六
つ
の

要
素
は
、
個
々
の
文
学
作
品
が
帰
せ
ら
る
べ
き
文
学
の
六
つ
の
積
規
と
し
て
理

解
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
化
学
の
諸
元
表
に
似
て
い
る
。
実
際
の
文

学
に
あ
っ
て
は
,
こ
れ
ら
は
'
時
に
は
単
独
で
見
出
さ
れ
、
よ
り
優
々
組
合
わ

さ
れ
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
　
(
本
多
頓
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」

・

-

i

;

・

一

　

∵

　

I

J

・

∴

　

　

∴

-

蝣

蝣

"

i

・

.

'

-

・

;

:

:

)

㍗
　
な
お
'
撃
一
記
　
性
非
文
学
の
腫
史
に
反
映
し
た
も
の
と
し
て
の
文
学

の
展
開
に
は
,
第
六
葺
詩
と
散
文
と
の
分
化
第
七
軍
叙
事
詩
に
計

‖
　
　
　
_
.
-
*
T
-
-
*
-
.
…
　
　
　
　
∴
∵

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

8
　
「
現
代
小
説
は
実
に
I
n
t
e
r
r
a
t
i
o
邑
i
n
t
e
r
c
o
u
r
s
e
の
一
形
式
で
あ

っ
て
,
モ
ウ
ル
ト
ン
が
刊
　
　
学
』
と
い
っ
た
の
も
決
し
て
い
這
ぎ
で

・

;

:

:

.

蝣

.

:

・

蝣
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.
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五
　
対
象
の
統
一
二
六
二
ペ
)

^mu ^ニ



㌢
　
「
　
代
世
界
が
f
i
c
t
i
o
n
(
小
説
)
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
広
大
な
文
学
は
、

蝣
:

こ
の
人
生
の
科
学
と
芸
術
に
関
係
を
持
つ
0
本
机
の
後
葦
は
'
小
説
が
人
間
性

の
科
学
の
災
険
的
方
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
主
臨
す
る
で
あ
ろ
う
。
通
俗
蟹
恥

は
、
多
-
の
目
的
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
人
気
を
博
す
の

は
'
主
と
し
て
そ
れ
が
現
今
生
沼
の
浮
動
文
学
で
あ
る
が
故
で
あ
る
.
」
　
(
本

^

-

;

-

:

i

 

t
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:
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.

 

'

-

-

 

-

蝣

1

蝣

-

.

「

　

一

化
一
四
三
～
一
四
四
ペ
)

㌢
　
「
(
近
代
小
説
の
二
つ
の
特
別
の
傾
向
の
う
ち
)
,
一
′
つ
は
'
小
説
の

∵
　
　
　
主
∵
　
「
　
　
　
　
(
.
.
-
.
)
.
上
　
　
　
　
一
一

は
'
外
来
の
も
の
は
他
に
何
も
読
ま
な
く
て
も
'
お
互
に
他
国
の
小
説
は
読

む
。
小
説
を
読
む
こ
と
は
'
国
際
的
交
際
の
一
形
式
と
な
る
傾
き
が
あ
る
o
 
L

こ
　
　
卜
　
　
∵
、
㌧
.
」
‥
.
-
.
-
.
.
.
-
蝣
.
.
J
　
　
.
㌔
-
7
 
'
-
,
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.
 
-
・
　
主
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,

け
る
展
開
一
七
七
ペ
〕

9
　
「
モ
ウ
ル
ト
ン
が
U
n
i
v
e
r
s
a
l
l
i
t
e
r
a
t
u
r
e
と
w
o
r
l
d
 
l
i
t
e
r
a
t
u
r
e

を
区
別
し
て
、
前
者
は
各
国
の
超
国
民
的
文
学
の
和
で
あ
る
。
後
者
は
与
え
ら

れ
た
る
視
点
即
ち
読
む
人
の
特
殊
な
立
場
か
ら
透
視
的
に
見
た
る
世
界
的
文
学

・
I
・
-
-
・
　
(
・
-
-
-
-
-
.
'
-
'
¥
-
-
「
　
　
　
　
　
‥
_
=
了
　
　
　
　
　
∴

彼
方
に
鐸
ゆ
る
の
を
眺
め
る
の
み
で
あ
っ
て
'
却
っ
て
旦
別
の
抱
や
樹
木
が
,

光
景
の
中
心
と
し
て
鮮
や
か
に
見
え
る
よ
う
に
、
超
国
民
的
な
る
　
『
他
界
文

学
』
も
日
本
人
と
イ
ギ
-
ス
人
と
で
は
別
の
姿
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
'
又
イ
ギ

リ
ス
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
に
も
別
の
姿
に
見
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
同
じ
歴
史

の
中
に
生
き
る
両
国
民
に
と
り
て
は
'
唯
泣
互
せ
る
山
脈
が
見
る
位
正
に
よ
り

て
蓋
宗
異
な
る
よ
う
に
眺
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
更
に
『
世
界

文
学
』
は
同
一
国
民
中
の
各
個
人
に
放
れ
て
、
い
ろ
く
に
見
ら
れ
る
こ
と
を

も
訟
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
教
養
の
広
狭
・
個
人
性
・
指
整
㌫
形
相
町
に
よ
り

て
'
各
自
の
個
人
的
善
冒
あ
る
こ
と
を
も
認
め
得
る
の
で
あ
る
O
併
し
な
が

ら
へ
ど
の
場
合
に
於
て
も
『
仕
舞
文
i
f
j
は
日
己
の
　
ん
だ
あ
ら
ゆ
る
文
字

的
作
品
の
統
一
の
統
〓
ど
あ
る
o
モ
ウ
ル
-
ン
が
『
世
界
的
文
学
』
と
『
世
界

文
学
』
と
を
区
別
し
て
か
よ
う
に
考
う
る
の
は
'
文
学
を
読
む
こ
と
を
手
が
1

†
f
・

り
と
し
て
自
己
の
教
養
を
心
か
け
る
も
の
に
と
り
て
は
'
是
非
と
も
明
か
に
し

蝣
W
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。
」
(
有
朋
堂
版
「
国
語
の
力
」

:

・

3

　

ト

　

　

ト

　

　

∵

、

　

　

　

　

二

、

-

蝣

;

-

'

-

蝣

'

:

)

・
'
.
¥
∵
∴
い
'
∴
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ざ
な
い
と
こ
ろ
の
全
世
界
の
文
学
と
'
我
々
が
世
界
文
学
と
呼
ん
で
も
よ
い
と

こ
ろ
の
も
の
と
の
問
の
区
別
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
は
与
え
ら
れ
た

見
地
か
ら
'
多
分
誹
者
の
即
民
的
文
駅
の
見
地
か
ら
'
遠
山
法
の
仕
方
に
よ
っ

て
見
ら
れ
た
全
世
界
の
文
学
で
あ
る
し
私
は
別
の
著
作
に
お
い
て
,
文
学
的
研

究
の
真
の
分
野
と
し
て
の
世
界
文
学
の
拙
念
を
十
分
に
詳
細
に
わ
た
っ
て
述
べ

た
O
私
は
そ
の
著
作
か
ら
'
こ
の
用
語
の
定
&
'
を
引
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る

I

-

!

蝣

で
あ
ろ
う
。
(
「
世
界
文
学
」
〔
マ
ク
ミ
ラ
ン
〕
六
五
)

全
世
界
の
文
学
は
'
す
べ
て
の
文
学
の
給
計
を
k
i
幣
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
性

界
文
学
は
'
私
の
用
語
に
お
い
て
は
'
与
え
ら
れ
た
見
地
か
ら
,
多
分
駁
撃
石

の
国
民
的
立
拭
点
か
ら
'
遠
出
画
法
の
仕
方
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
全
世
界
の
文

学
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
差
共
は
'
地
讐
十
と
風
=
蒜
の
芸
術
と
が
同
じ
自
然

物
を
取
扱
う
際
の
'
互
に
興
る
扱
い
方
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
e
我
々
か
,
高

さ
1
万
沢
の
山
へ
両
転
四
分
の
一
エ
ー
カ
ー
に
も
茨
は
な
い
と
こ
ろ
の
樹
に
駁

I
-
I
,
・
上
・
 
・
;
一
十
　
∴
　
　
　
　
　
∵
　
　
　
　
1
-
-
i
*
-
_
.
 
-
-
.
,
.
 
・
_
.
.

さ
約
四
百
哩
の
徹
へ
を
駁
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
鞄
慧
十
が
こ
れ

ら
自
然
の
地
勢
を
箪
試
す
る
限
り
に
お
い
て
は
'
こ
れ
ら
す
べ
て
は
正
随
な
高

さ
E
h
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
し
か
し
竪
荒
は
抗
瓜

12-



を
琵
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
る
で
あ
ろ
う
O
そ
の
疑
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の

人
1
J
-
,
-
1
:
-
t
こ
.
書
け
蝣
¥
'
r
j
-

-
r
-
-
>
'
a
r
j
山
王
∵
長
石
の
.
が
早
‥
=
と
る
て
あ
ろ

う
。
遠
-
の
山
は
雪
の
一
点
に
ま
で
小
さ
く
な
り
、
抱
は
目
立
っ
た
中
心
に
な

マ
マ
り
'
樹
が
一
本
一
本
開
陳
に
な
り
'
牧
場
は
遠
方
の
畏
い
色
を
と
り
'
そ
の
反

対
の
側
に
は
'
大
き
な
湖
が
地
平
根
の
上
に
一
条
の
鉄
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
同
様
の
遠
地
画
法
に
よ
っ
て
、
世
男
文
学
は
'
英
国
人
と
日
本
人

と
に
と
っ
て
は
別
々
の
物
で
あ
ろ
う
0
英
国
人
に
と
っ
て
は
あ
れ
ほ
ど
大
き
く

見
え
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
は
'
日
本
人
に
と
っ
て
は
小
さ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
に
反
し
て
'
一
方
の
文
学
的
風
景
に
お
い
て
前
景
を
な
し
て
い
る
支
那
文
学

は
、
他
方
に
は
殆
ん
ど
訟
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
世
界
文
学
は
英
国
人
と
仏

前
西
人
に
と
っ
て
さ
え
も
別
々
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
へ
こ
の
場
合
に
お
い

I
.
.
f
こ
ユ
′
-
:
・
ト
.
.
-
-
'
.
.
-
.
I
>
・
一
.
い
.
:
・
:
/
-

た
も
の
に
し
て
い
て
、
差
異
は
主
に
部
分
の
分
布
に
あ
る
。
こ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
へ
惟
界
文
学
は
同
じ
国
民
の
別
々
の
個
人
に
と
っ
て
も
別
々
の
も
の
で
あ

ろ
う
.
甲
り
か
に
へ
あ
る
人
は
t
よ
り
広
い
足
型
を
も
ち
'
全
世
界
の
文
学
の

よ
り
多
く
を
受
け
容
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
は
へ
学
生
の
個
性
'
若
く
は
、
そ

の
学
生
に
影
皆
を
与
え
た
教
師
の
個
性
へ
が
独
特
の
個
人
的
排
列
に
全
体
の
多

転
多
様
な
部
分
の
焦
点
を
あ
つ
め
る
と
こ
ろ
の
レ
ン
ズ
の
役
を
し
て
来
た
か
も

し
れ
な
い
。
ど
の
域
合
に
お
い
て
も
'
他
界
文
学
は
其
の
統
一
で
あ
り
'
そ
し

て
、
す
べ
て
の
文
学
の
統
一
の
反
映
で
あ
る
と
こ
ろ
の
統
一
で
あ
る
.
(
也

上
、
「
世
界
文
学
」
か
ら
の
引
用
。
〕

*
-
v
-
~
'
こ
‥
に
‥
.
∵
入

学
の
統
一
を
契
感
す
る
の
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
経
信
す
る
。
そ

れ
は
文
学
的
教
養
の
試
製
求
を
充
す
と
同
時
に
'
そ
の
折
底
に
椛
わ
る
誰
掠
坦

ぐ
,
.
_
.
∴
-
i
'
'
¥
*
7
'
.
_
・
く
㌧
j
・
∴
I
L

の
文
明
の
輿
尺
か
ら
書
か
れ
た
。
し
か
し
'
親
点
が
仏
亀
西
、
独
逗
若
-
は
他

の
欧
羅
巳
文
明
で
あ
っ
た
に
し
て
も
'
細
部
に
異
同
が
あ
る
だ
け
で
実
質
に
お

い
て
結
尖
は
同
じ
で
あ
ろ
う
0
」
(
本
多
損
彰
訳
「
文
学
の
玩
代
的
研
究
」

杓
二
卜
-
i
*
:
i
:
c
L
i
a
ナ
言
r
C
-
.
'
r
㌣
*
*
"
-
>
'
"
'
一
文
i
'
r
蝣
j
阜
忘
九
一
～
九
三

mフ
イ
ク
シ
ヨ
ン

1
0
「
モ
ウ
ル
ト
ン
が
現
代
の
小
説
は
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
i
n
t
e
r
c
o
u
r
s
e

で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
広
く
文
学
一
般
に
就
い
て
い
う
こ
と
も
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
.
」
(
有
朋
堂
版
「
国
語
の
カ
」
五
国
文
学
の
体
系
一
六

世
界
文
学
二
六
九
ペ
)

1
0
「
欧
羅
巴
の
転
々
の
国
民
は
'
外
来
の
も
の
は
他
に
何
も
l
i
;
i
a
ま
な
-
て

も
'
お
互
に
他
国
の
小
説
は
読
む
o
小
説
を
読
む
こ
と
は
'
国
際
的
交
際
の
一

形
式
と
な
る
悔
卓
が
あ
る
。
」
(
本
多
板
取
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
第

三
監
第
七
軍
叙
事
詩
に
お
け
る
展
開
一
七
七
ペ
)

1
1
「
モ
ウ
ル
ト
ン
の
,
m
張
す
る
形
態
学
的
研
究
の
匙
匿
に
於
て
は
、
決
し

て
S
i
U
i
i
n
O
^
-
i
的
な
什
-
*
a
=
J
t
や
文
汰
s
.
F
に
i
i
;
÷
什
品
を
如
-

蝣
-
・
」
寸
を
J
L
J

で
な
く
し
て
'
か
く
の
如
き
『
形
式
』
の
体
末
的
発
生
的
畏
関
を
対
象
と
し
た

c
J
で
あ
る
。
(
右
v
a
'
-

.
v
i
^
'
'
っ
て
t
.
t
-
^
i
t
-
a
v
r
;
E
L
L
%
*
'
"
・
芸
h
も
の
,
は
'
郎
二
し
主
税

的
態
度
で
あ
。
f
l
て
、
形
態
学
的
研
究
の
低
級
な
る
方
法
的
予
倍
以
上
の
も
の
で

i
-
I
-

は
な
い
。
)
素
よ
り
モ
ウ
ル
ト
ン
の
所
説
は
借
お
不
徹
底
た
る
を
免
れ
得
な
い

の
で
あ
る
が
、
、
そ
の
方
向
を
更
に
進
展
せ
し
む
る
暗
に
へ
形
態
学
的
研
究
の
態

度
は
'
研
究
の
対
象
を
確
保
し
て
'
方
法
的
根
粒
を
堅
固
に
す
る
こ
と
が
で
き

i
:

る
で
あ
ろ
う
。
」
(
右
朗
望
版
「
国
語
の
カ
」
五
国
文
学
の
体
系
十
八

再
び
形
式
に
就
い
て
二
七
一
-
二
七
二
ペ
)

1
1
「
こ
の
節
一
㍍
の
臥
日
は
文
学
的
形
態
諭
、
即
ち
へ
軽
々
の
文
学
的
形

態
と
'
そ
の
根
匠
に
楳
わ
る
掠
聖
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
軽
々
の
形
態
は
'
我

13



々
が
今
見
た
如
-
に
、
解
釈
に
お
け
る
主
項
な
項
因
で
あ
る
。
こ
の
間
題
の
伝

統
的
耽
扱
い
は
'
古
典
的
過
去
の
死
ん
だ
手
が
、
唯
一
度
或
る
型
を
定
め
、
そ

れ
を
後
の
時
代
の
作
家
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
の
よ
う
に
'
こ
れ
ら
文

"
'
　
A
'
'
"
"
'
"
7
!
'
-
/
"
'
言
　
　
　
二
　
　
へ
　
二
つ
　
　
　
　
　
∴
-
I
i

の
謬
見
』
で
'
こ
れ
が
批
評
史
に
繰
り
返
し
現
わ
れ
'
そ
し
て
'
繰
り
返
し
覆

え
さ
れ
て
来
た
。
文
学
に
お
け
る
形
態
は
展
開
の
串
で
あ
り
'
文
学
が
前
進
す

る
に
つ
れ
て
新
し
い
形
態
が
現
わ
れ
て
、
よ
り
古
い
形
態
が
変
更
さ
れ
る
O
形

態
の
六
つ
の
要
素
1
叙
事
詩
へ
序
情
詩
'
戯
曲
'
雁
史
'
哲
学
'
雄
弁
1

は
'
そ
れ
に
特
殊
の
作
品
が
帰
せ
ら
る
べ
き
'
互
に
排
他
的
の
'
文
学
の
六
つ

の
種
類
で
は
な
い
。
化
学
の
元
素
の
よ
う
に
'
こ
れ
ら
は
特
殊
の
作
品
の
中
で

結
合
す
る
こ
と
が
出
来
て
'
こ
れ
ら
諸
項
素
の
融
合
は
文
学
的
効
果
の
洞
と
な

る
。
叫
聖
z
+
.
-
r
i
む
と
こ
t
ォ
"
¥
f
l
も
　
に
対
し
て
K
>
ヱ
恕
l
へ
は
沼
-
i
s
¥
]
~
t
/
-
%
態
岬
>
J
?
J
あ

る
。
彼
は
、
先
ず
、
眼
の
前
に
あ
る
文
学
と
一
般
文
学
と
に
徴
し
て
へ
そ
の
摂

・
!
誉
J
S
-
J
-
わ
,
〇
形
.
態
o
[
"
;
」
:
'
壬
試
み
な
け
れ
ば
'
:
蝣
蝣
c
-
*
い
ー
P
S
は
一
I
'
0
時
、
v
 
'
-
蛸

が
意
A
J
・
の
陥
駅
を
助
け
る
こ
と
を
見
出
す
で
あ
ろ
う
。
」
　
(
本
多
顕
彰
訳
「
文

学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
一
帯
　
堕
二
葦
　
文
学
的
駅
の
鎚
　
文
学
の
形
態

八
六
～
八
七
ぺ
)

ク

1
1
　
な
お
'
1
1
は
、
特
定
の
引
田
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
'
モ
ウ

ル
ト
ン
の
形
態
学
的
研
究
の
態
度
と
万
法
と
を
問
融
に
し
て
い
る
た
め
'
引
用

提
元
は
む
ず
か
し
い
。

1
2
　
「
内
容
は
作
品
か
ら
内
化
し
た
%
/
象
で
も
な
-
'
プ
ロ
ッ
ト
で
も
な

い
.
能
産
の
作
問
を
辺
行
し
て
こ
れ
等
の
限
界
に
達
す
る
暗
に
へ
そ
の
内
両
に

於
て
遥
か
に
広
大
な
る
他
界
を
展
S
F
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
ウ
ル
-
ン
が
比

喰
的
に
芸
術
的
摂
理
と
い
う
語
を
以
て
示
し
た
統
一
の
統
l
の
上
に
『
内
容
』

を
.
:
'
j
,
 
'
,
i
t
:
.
.
j
L
j
"
.
!
>
r
-
　
　
、
I
-
f
/
士
　
t
H
蝣
,
 
"
-
.
 
'
-
-
y
,
r
.
け
で
も
t
 
t
H

も
の
で
も
、
こ
し
ら
え
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
を
撃
り
え
て
引
軍
乙
た
'
旦
u
,

の
頚
で
も
な
く
、
旦
別
の
機
で
も
な
い
。
そ
れ
等
を
超
越
し
た
高
次
的
な
る
立

場
に
於
て
の
み
感
ず
る
こ
と
を
絹
る
と
こ
ろ
の
清
提
す
る
生
命
の
流
動
で
あ

る
。
」
　
(
有
朋
望
坂
「
国
語
の
力
」
　
五
　
国
文
学
の
体
系
　
十
九
　
再
び
内

容
に
就
い
て
　
二
七
三
ペ
)

.
/1

2
　
「
文
学
の
芸
術
に
お
け
る
頂
も
基
礎
的
な
点
は
、
現
の
興
味
で
あ
る
。

芸
術
作
品
と
し
て
の
物
語
は
、
多
様
に
お
け
る
統
一
で
あ
る
。
も
し
、
す
べ
て

の
細
部
が
、
包
括
的
統
一
の
内
部
に
あ
る
よ
う
に
成
心
ぜ
ら
れ
る
な
ら
ば
へ
そ
の

,

7

7

細
部
が
多
様
で
あ
れ
ば
あ
る
程
'
そ
望
云
術
は
盟
で
あ
る
。
(
中
略
)
プ
ロ
ッ

ト
は
'
詩
的
建
築
で
あ
る
と
同
時
に
へ
ま
た
芸
術
的
摂
理
で
あ
る
。
」
　
(
本
多

H
-
>
V
-
-
7
㍑
「
窯
:
.
い
r
¥
'
ア
i
代
"
n
汁
f
こ
　
Ⅵ
・
:
へ
V
Z
 
J
-
n
二
十
三
軍
　
i
)
1
-
1
的
t
f
f
r
t
'
X
y

芸
術
的
摂
理
と
し
て
の
筋
　
四
三
四
ペ
)

1
3
　
「
モ
ウ
ル
ト
ン
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
た
フ
ィ
ク
チ
ア
ス
　
(
痛
惜
)

を
挙
げ
て
へ
文
学
内
容
に
対
す
る
偏
見
の
潜
在
を
指
摘
し
た
の
も
、
そ
う
し
た

琴
乙
が
か
な
り
広
い
琴
乙
方
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
が
'
問
1
h
q
は
彼
の

マt・

い
う
如
-
喝
用
事
で
あ
る
。
即
ち
文
学
の
内
容
は
人
格
的
統
一
の
表
現
で
あ
る

ほ
ど
'
事
実
の
報
告
で
は
な
い
か
ら
'
仮
作
で
あ
る
が
併
し
な
が
ら
虚
構
で
は

な
い
。
i
r
f
:
・
"
て
小
　
　
　
　
　
　
　
で
t
 
y
i
j
反
す
る
も
r
r
;
,
i
"
-
?
蝣
」
.
で
あ

る
。
世
に
『
偽
に
白
い
う
そ
へ
黒
い
う
そ
が
あ
る
が
そ
の
重
大
な
も
の
は
統
計

で
亭
・
<
}
と
い
う
r
宗
も
,
　
汁
・
V
I
-
-
J
も
　
　
正
-
.
;
i
?
'
書
ぺ
　
て
i
C
,
量
C

で
あ
る
が
'
そ
の
説
万
に
よ
り
て
は
、
我
々
の
国
語
で
い
え
ば
真
赤
な
う
そ
を

構
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
O
人
生
の
科
学
で
あ
る
小
説
は
数
学
的
に
事
実
を
報

告
す
る
も
の
で
な
い
が
そ
う
し
た
三
色
の
う
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
と
い
っ
た

の
も
面
白
い
.
而
し
て
人
性
の
真
相
を
澄
み
切
っ
た
話
方
で
示
す
も
の
が
'
ど

う
L
I
・
"
'
-
 
"
'
隼
"
A
-
'
:
-
　
　
　
ゝ
も
の
.
で
・
÷
=
・
,
つ
-
f
:
 
-
」
　
(
'
"
S
T
v
高
八
「
日
が
z
-
1
-
.

id



・
刀
-
　
　
"
.
'
.
.
-
'
.
-
 
'
　
∴
∵
∵
　
　
　
　
　
∵
　
一

'

,

t

l

蝣

'

.

)

1
3
　
「
こ
の
試
論
の
努
頭
に
お
い
て
我
々
は
広
く
拡
が
って

の
、
語
宗
率
な
胃
　
f
i
c
t
i
t
i
c
o
u
s
(
聖
蕗
肪
耕
鮎
耽
訟

し.:局,:こ

』だろ

鐙
詣
)
な
る
患
、
殆
ん
ど
f
a
l
s
e
C
『
偽
の
』
)
の
同
窯
と
す
る
と

こ
ろ
の
混
同
1
に
蹟
く
O
あ
る
社
会
に
お
い
て
'
そ
れ
が
『
板
等
を
う
そ
つ

き
に
育
て
る
か
も
知
れ
な
い
』
と
い
う
心
配
か
ら
'
親
が
'
子
供
の
小
説
を
読

む
こ
と
を
禁
ず
る
の
を
へ
私
は
知
っ
て
い
る
o
さ
よ
う
な
意
見
を
開
い
て
微
笑

む
だ
ろ
う
と
こ
ろ
の
多
-
の
読
者
が
'
も
し
白
身
を
よ
く
吟
味
し
た
ら
'
や
は

フ
イ
ク
シ
ヨ
ン

り
心
の
輿
底
で
小
説
を
許
さ
る
べ
き
仏
と
云
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え
て
い

る
の
を
見
出
す
か
も
知
れ
な
い
o
語
の
こ
の
誤
用
は
更
に
よ
り
基
礎
的
な
混
同

マ
マ

の
一
部
分
1
そ
れ
に
向
っ
て
注
意
が
虹
々
喚
起
さ
れ
る
か
ち
誤
附
は
依
然
と

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

　

ヽ

し
て
持
続
す
る
1
即
ち
'
事
矢
と
真
(
讐
と
の
混
同
で
あ
る
。
私
は
、
立

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

　

ヽ

派
な
人
々
が
'
塾
災
は
真
理
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
聞
か
さ
れ

る
暗
に
,
実
際
に
立
振
す
る
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
人
は
'
か
か
る
人
々

が
,
イ
エ
ス
の
官
話
を
如
何
に
見
徹
す
か
し
ら
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
何
人
も
'

こ
れ
ら
の
皆
話
が
等
矢
の
記
録
で
あ
る
と
は
憩
像
し
な
い
で
あ
ろ
う
.
そ
れ
を

堅
同
の
真
理
以
外
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
が
あ
る
か
p
　
習
話
は
、
単

に
'
真
理
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
f
i
c
t
i
o
n
(
小
説
)
の
一
形
態

に
過
ぎ
な
い
O

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

∴
[
.
.
∵
.
:
J
∴
　
　
　
　
　
　
　
上
-
-
:
-
-
-
-
*
*
'

こ
と
は
,
い
-
ら
強
調
し
て
も
、
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
串
尖
は
共

誓
J
な
い
1
尤
も
等
尖
は
真
理
と
な
さ
れ
う
る
と
こ
ろ
の
或
る
も
の
で
は
あ

る
け
れ
ど
も
.
他
の
相
違
の
こ
と
は
哲
-
括
く
と
し
て
も
、
事
実
は
個
々
の
も

・

t

J

l

「

　

　

ノ

.

・

・
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∵
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-

ォ

蝣
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>

'

.

-

ォ

.

-

N

-

 

-

ト

　

^

t

・

ト

蝣

-

.

.

・

整
い
と
い
う
こ
と
を
見
堅
㌔
そ
れ
は
集
配
で
は
な
い
。
そ
れ
に
符
合
す
る
其

_

∵

・

・

∵

　

∴

-

.

'

.

 

'

I

.

'

・

.

'

.

.

 

"

蝣

　

'

"

.

 

"

'

;

'

-

'

.

I

.

I

与
え
る
抵
抗
力
に
よ
っ
て
知
覚
さ
れ
る
と
云
う
時
の
如
く
普
転
化
す
る
こ
と

が
出
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
理
の
反
対
は
虚
偽
で
あ
る
。
事
異
の
逆
は
何

か
他
の
事
実
で
あ
る
。
私
が
机
を
叩
い
て
'
そ
れ
を
堅
い
と
埠
っ
場
合
に
は
'

t
-
t
-

こ
れ
は
へ
私
が
そ
れ
を
軟
い
と
か
、
暖
い
と
か
'
ね
ば
ね
ば
し
て
い
る
と
か
思

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
事
冥
は
'
巽
山
化
に
よ
っ
て
哀
辻
が
捕
え
ら
れ
う
る
と

こ
ろ
の
原
料
で
あ
る
.
し
か
し
'
・
そ
れ
は
、
同
じ
程
匿
に
'
虚
偽
の
原
料
で
も

あ
る
o
通
俗
的
な
警
句
の
云
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
三
つ
の
程
匿
の
偽
が
あ
る

ー
　
即
ち
、
原
板
へ
白
い
偽
(
罪
の
な
い
う
そ
)
、
比
較
紡
、
黒
い
う
そ
(
腹

黒
い
う
そ
)
'
最
上
級
、
統
計
、
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
統
計
は
事
実
で

あ
る
O
そ
し
て
t
等
尖
と
し
て
は
全
く
正
に
で
あ
り
な
が
ら
'
1
例
え
ば
悪

い
政
党
の
手
に
よ
っ
て
1
奇
怪
な
出
偽
に
仕
上
げ
ら
れ
得
る
と
こ
ろ
の
大
き

い

　

　

　

　

　

　

-

'

,

.

-

・

'

'

t

-

'

-

 

'

'

卜

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

　

　

　

一

　

　

-

I

か
'
い
ず
れ
か
の
原
料
と
す
れ
ば
、
同
校
に
'
船
杭
の
誹
は
'
共
泣
か
出
偽
か
、

い
ず
れ
か
の
原
料
で
あ
る
o
轟
笑
と
駈
椛
の
轟
と
の
問
の
差
異
は
、
塾
尖
は
、

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

た
ま
た
ま
起
っ
た
個
々
の
こ
と
で
あ
る
の
に
対
し
'
虚
構
の
事
は
'
起
っ
た
か

も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
の
'
起
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
'
ま
た
は
へ
或
る
誹
帖
の

も
と
に
起
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
個
々
の
串
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
却
災
を
出
稿
の
こ
と
と
区
別
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
'
偶
然
の
要
素

」
　
ュ
　
　
?
-
.
J
「
　
　
.
.
.
主
　
′
.
」
　
　
　
　
.
.
・
,
-
-
K
∴

思
惟
の
一
枝
式
と
し
て
の
物
語
　
三
九
二
～
三
九
四
ペ
)

ク

1
　
「
創
作
小
説
は
'
現
尖
の
人
生
の
制
限
変
史
で
あ
り
'
紋
軒
を
'
選
ば

.
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る
』
　
こ
と
は
'
人
生
の
科
学
に
お
い
て
只
鞄
を
組
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
」

r

小

　

　

　

.

I

'

*

'

。

.

'

'

・

‥

・

　

　

　

　

つ

.

・

　

　

-

,

.

.

.

,

様
式
と
し
て
の
物
語
　
三
九
六
ペ
)

1
4
　
「
た
と
え
ば
モ
ウ
ル
ト
ン
が
『
解
釈
の
批
評
主
頚
諭
』
の
立
場
か
ら
、

り

-

I

 

J

.

ノ

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

∵

∵

i

蝣

蝣

蝣

>

,

:

.

-

-

.

-

.

o

イ

ン

'

-

ブ

レ

チ

・

-

シ

ヨ

ン

併
し
な
が
ら
'
モ
ウ
ル
ト
ン
が
文
学
の
研
究
は
徹
頭
徹
尾
'
　
解
　
釈
　
で
あ

る
と
い
う
こ
と
と
、
セ
ン
ツ
ベ
-
I
が
享
け
入
れ
た
印
象
を
表
現
宣
伝
す
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
問
に
は
共
通
の
絹
神
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
モ
ウ
ル

ト
ン
の
解
釈
の
珊
心
味
は
文
学
を
解
釈
す
る
こ
と
を
以
て
自
T
l
と
人
生
と
の
創
逮

的
作
間
で
あ
る
と
見
る
の
で
あ
り
、
セ
ン
ソ
ベ
-
I
の
主
親
的
批
評
諭
も
亦
あ

る
作
品
の
研
究
の
手
が
か
り
か
ら
'
新
し
い
或
物
を
見
出
す
こ
と
で
あ
っ
て
'

い
ず
れ
も
再
創
造
的
作
用
で
あ
り
再
構
成
的
体
険
で
あ
る
。
」
　
(
有
朋
堂
坂

「
国
語
の
力
」
　
五
　
国
文
学
の
体
系
　
二
〇
　
判
断
の
統
一
二
七
七
ペ
)

1
4
　
「
批
評
は
文
学
を
討
罰
す
る
文
学
で
あ
る
。
他
の
諸
々
の
型
は
へ
そ
の

見
地
と
し
て
、
討
讃
さ
れ
る
文
学
を
持
つ
。
主
硯
的
批
評
は
'
批
評
家
に
興
#
・

を
持
つ
。
批
評
の
行
為
に
よ
っ
て
'
批
評
家
は
作
家
と
な
る
。
主
観
的
批
評

は
'
こ
の
作
家
の
'
文
学
に
対
す
る
寄
与
で
あ
る
。
我
々
の
'
詩
の
理
論
は
'

芸
術
の
創
作
と
並
べ
て
へ
感
応
的
鯉
岩
見
を
碩
調
し
た
。
相
次
ぐ
読
者
か
ら
来
る

い
」
7
.
1
-
3
は
'
'
l
'
九
日
-
V
;
r
H
-
蛸
r
)
文
字
1
,
-
J
作
る
.
七
1
ン
;
べ
り
氏
:
,
v
.
r

て
い
る
よ
う
に
、
好
悪
は
批
評
に
お
け
る
事
実
で
あ
る
o
こ
れ
ら
の
事
実
が
主

硯
的
批
評
を
構
成
す
る
。
創
作
的
芸
術
の
虹
は
、
よ
り
少
い
光
輝
で
'
そ
の
ア
ー

チ
形
全
体
に
従
う
と
こ
ろ
の
第
二
の
虹
を
持
つ
o
あ
ら
ゆ
る
単
独
な
詩
、
苦
-

は
製
作
的
文
学
作
品
に
お
い
て
'
彩
し
い
交
叉
す
る
光
が
'
あ
ら
ゆ
る
批
評
の

角
度
か
ら
、
そ
の
上
に
-
る
。
文
学
の
上
に
投
げ
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
交
叉
し
た

光
は
,
文
学
そ
れ
白
身
の
中
に
入
り
込
み
'
竃
々
の
'
そ
し
て
独
立
し
た
興
味

と
な
∴
㌔
　
」
　
「
七
t
f
c
-
 
'
-
r
*
:
-
い
「
!
/
!
・
<
r
'
-
m
ぺ
山
一
h
-
?
Z
」
・
K
p
w
　
{
-
?
十
⊥
・
'
f
t

主
親
的
批
評
、
若
く
は
文
学
と
し
て
承
認
さ
れ
る
批
評
　
三
七
二
ペ
)

ク

1
4
　
「
し
か
し
'
文
学
は
人
生
の
批
評
以
上
で
あ
る
。
詩
及
び
芸
術
か
ら
来

る
事
物
の
解
釈
は
、
そ
れ
が
同
時
に
昭
訳
し
且
つ
創
作
す
る
と
い
う
讃
嘆
に
お

い
て
'
よ
り
高
い
絹
駅
で
あ
る
。
詩
的
理
想
化
は
、
そ
れ
が
姐
れ
る
と
こ
ろ
の

も
の
曇
泊
め
る
け
れ
ど
も
、
噌
始
め
て
㍍
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
高
め

る
。
科
学
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
白
状
ぼ
'
創
作
的
詩
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
働

く
と
こ
ろ
の
自
照
よ
り
も
、
劣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
度
'
我
々
は
甜
的

と
展
開
的
と
の
問
の
区
別
を
持
つ
。
宇
宙
の
創
造
は
'
あ
る
神
祖
的
過
去
に
お

い
て
終
っ
た
の
で
は
な
く
そ
れ
は
'
人
が
詩
に
お
い
て
自
然
の
再
創
造
を
す

る
問
は
'
今
も
、
ま
た
水
遠
に
'
つ
づ
-
の
で
あ
る
。
創
作
的
問
力
が
'
詩
茨

*

,

-

:

<

・

-

 

'

-

-

1

・

・
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'

・

　

　

　

　

　

　

∴

~

-

・

I

/

'

　

　

言

∵

・

3

あ
ら
ゆ
る
詩
の
愛
好
者
は
、
自
身
も
亦
、
詩
人
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
こ
の
性
に

は
、
芸
術
創
作
に
決
し
て
具
体
化
さ
れ
な
い
沢
山
の
詩
が
あ
る
。

・

_

/

　

　

,

、

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

り

の
批
評
は
'
他
の
す
べ
て
の
批
評
が
そ
れ
に
塞
づ
-
と
こ
ろ
の
基
礎
で
あ
る
。

た

・

:

・

・

'

-

・

・

*

　

蝣

・

-

-

I

'

*
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・

・
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'

-

∵
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i

・

・

-

'

-
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・

'

t

i

'

.

蝣

*

*

判
断
者
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
O
理
論
家
は
、
文
学
的
形
態
の
展
開
を
解
釈
し

た
時
に
の
み
,
そ
れ
ら
が
具
体
化
し
て
い
る
文
学
を
理
解
す
る
こ
と
す
ら
出
来

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
へ
彼
が
'
か
よ
う
に
し
て
解
釈
し
よ
う
と
す
る
文
学
芸

絹
は
'
そ
れ
日
登
H
・
1
1
、
i
^
r
.
＼
心
;
{
/
-
.
別
け
-
i
n
j
~
:
'
-
'
-
:
ご
亭
3
0
」
　
C
-
M
-
i
言
7
B

訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
結
論
　
文
学
の
伝
統
的
及
び
近
代
的
研
究
　
五

八
七
～
五
八
八
ペ
)

1
5
　
「
帰
納
的
批
評
は
自
由
批
評
の
反
対
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
欠

点
は
作
品
の
灼
㍊
な
る
分
H
に
没
頭
し
て
そ
の
本
質
に
就
い
て
瑠
婦
の
欠
乏
せ

16



る
こ
と
ゝ
見
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
印
象
批
評
に
対
す
る
客
演
批
評
の

負
う
べ
き
も
の
で
満
っ
て
、
モ
ウ
ル
ト
ン
の
主
張
す
る
ご
と
善
『
解
釈
』
の
態

度
は
決
し
て
低
級
な
る
訓
話
的
解
釈
で
は
な
い
。
ま
た
作
品
の
意
味
を
追
随
し

て
、
作
者
が
書
こ
う
と
思
っ
た
も
の
を
理
解
す
る
に
止
ま
る
も
の
で
も
な
い
。

そ
の
立
場
か
ら
　
『
性
界
文
学
』
・
の
体
系
的
発
生
的
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
」
　
(
有
朋
堂
版
「
国
語
の
カ
」
　
五
　
国
文
学
の
体
系
　
二
〇
　
判
断
の

統
一
二
七
八
ペ
)

1
5
　
「
帰
納
法
は
、
宍
証
的
科
学
に
と
っ
て
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

が
作
用
し
う
べ
き
実
証
的
な
る
も
の
が
少
し
も
見
出
さ
れ
得
な
い
と
こ
ろ
の
文

学
芸
術
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
存
立
し
な
い
t
　
と
反
対
論
者
は
云
う
で
あ
ろ

う
。
既
に
見
て
来
た
如
く
、
真
の
芸
術
は
絵
画
若
く
は
戯
曲
の
具
体
的
な
細
部

に
あ
る
の
で
な
く
し
て
、
こ
れ
ら
細
部
が
執
着
に
与
っ
べ
き
印
象
に
あ
る
。
そ

し
て
,
こ
れ
ら
の
印
象
は
主
親
的
で
あ
っ
て
'
撰
者
に
よ
っ
て
異
り
、
か
く
し

て
実
証
性
を
欠
く
。
さ
て
、
も
し
こ
の
す
べ
て
が
帰
納
的
文
学
解
釈
の
困
難
の

一
例
と
し
て
主
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
規
分
の
根
拠
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
~
れ
は
'
こ
の
過
程
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
論
と
し
て
は
何
等
の
カ
を
持
た

な
い
。
最
も
実
証
的
な
科
学
に
お
い
て
す
ら
、
外
的
自
然
の
細
部
は
、
別
々
の

視
察
者
に
別
々
の
印
象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
'
天
文
学
は
『
個
人

的
誤
り
』
若
く
は
'
『
機
械
の
誤
り
』
を
掛
軸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
,
彼
は
こ
の
柾
の
諸
困
難
を
如
何
に
処
理
す
る
か
?
　
新
鮮
な
視
察
に
よ
っ

て
で
あ
る
。
・
文
学
の
す
べ
て
の
取
扱
い
に
お
い
て
'
人
に
よ
っ
て
異
る
主
観
的

印
象
は
、
困
難
な
関
越
で
あ
る
。
し
か
し
、
帰
納
的
解
釈
者
は
、
観
察
し
っ
つ

あ
る
文
学
に
幾
度
も
繰
り
返
し
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
へ
そ
の
困
難
に
応
ず
る

手
段
を
持
つ
。
具
体
的
な
る
細
部
は
芸
術
そ
れ
自
身
で
は
な
く
そ
れ
は
主
観

的
印
象
へ
山
容
硯
的
制
限
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
'
帰
納
的
研
究
の
詣
結
果
は

常
に
仮
の
も
の
で
あ
り
、
意
見
の
す
べ
て
の
相
違
を
排
除
す
る
と
こ
ろ
の
説
明

が
な
い
場
合
に
は
有
難
で
あ
る
o
他
面
に
お
い
て
、
文
学
芸
術
は
、
帰
納
的
方

法
の
分
野
と
し
て
'
他
の
諸
研
究
に
ま
さ
る
一
つ
の
強
味
を
持
つ
。
即
ち
へ
そ

れ
は
,
調
和
さ
せ
ら
る
べ
き
証
拠
を
厳
密
に
制
限
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
私

が
'
歴
史
的
科
学
に
お
い
て
'
絶
対
的
に
諸
事
実
を
F
;
足
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
t

へ
ン
リ
八
世
の
性
格
に
関
し
て
の
或
る
理
論
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と

し
て
も
、
そ
の
私
の
措
放
な
理
論
は
、
明
日
に
も
、
全
然
新
し
い
証
拠
の
一
派

が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
覆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
多
量
の
証

†
t
・

拠
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
へ
ン
リ
八
性
に
向
っ
て
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
」
　
(
本
多
顕
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第
四
篇
　
第
十
三
軍
　
帰

納
的
批
評
ま
た
は
解
釈
の
批
評
　
三
一
1
-
三
一
二
ペ
)

ク

1
5
　
「
近
代
批
評
は
文
学
的
実
践
を
方
式
に
表
わ
し
て
文
学
理
論
を
た
て
る

点
に
お
い
て
、
ア
-
ス
ト
-
ト
ゥ
ル
に
従
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
'
そ
れ
は
'

催
界
文
学
が
概
観
さ
れ
る
べ
き
分
野
を
、
性
界
文
学
の
全
範
関
に
ま
で
拡
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
(
本
多
顕
彰
訳
「
文
学
の
近
代

的
研
究
」
　
第
四
篇
　
第
十
葺
　
文
学
批
評
の
諸
型
と
そ
の
伝
統
的
混
乱
　
二

五
八
ペ
)

打
　
「
し
か
し
近
代
的
批
評
は
'
又
批
評
そ
れ
自
身
の
概
念
を
拡
張
L
t
四

つ
の
相
異
る
型
を
識
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
先
ず
第
一
に
帰
納
的

批
評
を
持
つ
。
こ
れ
は
、
解
釈
と
展
開
的
分
類
の
目
的
で
、
あ
る
が
ま
ま
の
或

る
特
殊
の
文
学
を
吟
味
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
す
べ
て
の
権
柄
の
批

評
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
基
堤
で
あ
る
。
勿
論
へ
裁
判
官
的
気
質
の
批
評
家
は
'

も
し
彼
が
、
研
究
し
て
来
た
文
学
を
理
解
し
な
か
っ
た
り
'
誤
解
し
た
り
し
た

な
ら
ば
、
彼
の
評
価
ま
た
は
理
論
は
地
に
墜
ち
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
認

め
る
で
あ
ろ
う
0
彼
が
多
分
気
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ
の
こ
と
は
t
か
よ
う
な
純
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粋
な
郎
駅
は
、
判
断
の
放
念
を
全
然
除
外
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
出
程
に
よ
っ
て

の
み
可
能
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
O
我
々
は
、
第
二
に
、
文
学
理
論
若
く

r̂-

は
文
学
の
方
向
に
向
う
と
こ
ろ
の
思
n
k
r
的
批
評
を
持
つ
O
第
三
に
'
承
認
さ
れ

た
原
理
を
個
々
の
文
学
作
品
に
崩
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
こ
ろ
の
判
断
的
批
評

潔
と
っ
て
の
沢
山
の
敷
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
如
何
な
る
種
短
で
も
の
文
学
批

評
が
、
そ
れ
自
身
文
学
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
へ
そ
の
批
評
家
を
作
家
と
し
て
表

わ
す
時
に
'
第
四
の
形
が
生
ず
る
.
理
論
の
一
項
目
と
し
て
許
容
さ
れ
な
い
か

も
知
れ
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
が
'
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
文
学
的
実
施
に
よ
っ
て
'

高
い
興
味
と
価
値
と
を
持
つ
か
も
知
れ
な
い
o
或
る
人
々
は
へ
こ
の
自
由
批
評

若
く
は
主
税
的
批
評
は
'
す
べ
て
の
う
ち
最
も
玉
東
な
批
評
で
あ
る
と
考
え
る

で
あ
ろ
う
。
批
評
の
こ
れ
ら
四
つ
の
型
は
、
あ
る
特
殊
の
討
訊
に
お
い
て
如
何
に

混
じ
て
い
よ
う
と
も
'
職
能
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
別
個
で
あ
る
。
伝
統
的
批
評

は
'
こ
れ
ら
E
I
つ
の
塾
の
う
ち
の
唯
一
つ
の
も
の
に
よ
る
批
評
の
全
分
野
の
黙

諾
誠
的
階
取
で
あ
っ
た
。
批
評
の
綴
念
は
、
判
断
の
鋭
念
に
狭
め
ら
れ
た
O
そ
し

て
判
断
的
態
度
を
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
解
釈
を
容
れ
る
べ
き

余
地
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
」
(
本
多
顕
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
第

四
㌫
第
十
軍
文
学
批
評
の
謡
劃
と
そ
の
伝
統
的
混
乱
二
五
九
-
1
1
六
〇
ペ
)

1
　
r
然
る
に
読
万
と
綴
方
、
解
釈
と
作
文
、
批
評
と
創
作
と
は
'
常
に
融

和
を
欠
き
'
醇
に
最
後
の
批
評
と
創
作
と
の
罪
艶
は
常
に
反
復
せ
ら
る
ゝ
の
で

あ
る
が
'
も
し
説
方
・
酢
釈
・
批
評
が
作
品
の
産
出
の
作
用
に
少
し
の
こ
だ
わ

り
な
く
随
伴
し
て
杭
哲
に
そ
の
展
開
を
跡
づ
け
る
態
臣
に
出
ず
る
な
ら
ば
隠
見

と
独
断
と
か
ら
免
れ
て
'
こ
れ
等
の
問
に
和
解
が
成
立
つ
で
あ
ろ
う
。
モ
ウ
ル

-
・
六
.
㌫
　
隼
蝣
-
蝣
,
 
'
J
,
 
'
.
*
"
-
-
'
>
"
~
C
-
C
-
T
ユ
T
)
は
そ
一
f
c
-
,
と
兄
一
空
」
と
か
て
き
る
C
I
J

i

　

　

　

　

　

　

　

,

　

蝣

　

　

　

'

　

　

'

　

-

-

!

.

'

'

・

'

　

　

/

・
・
'
7
-
i
I
八
丁
芸
)

′

1
6
　
「
文
学
の
評
肺
の
あ
ら
ゆ
る
企
て
'
正
し
さ
の
あ
ら
ゆ
る
詐
術
は
、
そ

れ
が
通
用
さ
れ
る
文
学
が
正
し
-
理
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
。

本
章
が
示
そ
う
と
努
め
て
来
た
と
こ
ろ
の
こ
と
は
、
か
よ
う
な
'
文
学
を
正
確

に
理
解
す
る
過
程
は
、
判
断
的
現
念
か
ら
の
投
打
が
あ
る
問
は
行
わ
れ
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
'
ホ
ガ
-
ス
の
逆
説
が
起
っ
て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

ヽ

ヽ

ヽ

く
る
　
-
#
i
n
1
-
t
f
'
i
i
く
す
ペ
て
い
.
!
が
‥
、
,
b
^
い
　
　
す
で
品
:
i
o
-
刊
岬
を
㌣

造
る
こ
と
に
慣
ら
さ
れ
た
心
は
'
芸
術
の
或
る
範
田
内
に
お
い
て
は
'
普
通
の

心
よ
り
以
上
に
、
多
-
の
も
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
'
思
い
が
け
な
い

も
の
が
入
り
込
ん
で
く
る
場
合
に
、
受
容
的
態
度
の
総
体
的
再
調
節
が
必
要
と

さ
れ
る
場
合
に
、
心
は
'
撃
通
で
な
い
喫
嘉
は
あ
る
べ
き
で
は
な
い
と
こ
ろ
の

或
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
の
'
安
易
な
仕
方
を
選
ぶ
な
ら
ば
'
普

通
人
よ
り
多
く
の
も
の
を
兄
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
批
評
家
の
う
ち
最
も
判
断

的
な
も
の
は
'
公
平
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
'
節
兄
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
'
創
造
に
お
け
る
開
拓
者
に
追
い
つ
こ
う
と

す
る
同
感
的
努
力
に
と
っ
て
は
'
公
平
の
定
説
以
上
に
多
く
の
も
の
が
必
嬰
で

あ
る
。
か
よ
う
に
'
芸
術
に
お
い
て
は
、
判
断
は
'
そ
れ
自
身
が
偏
見
　
-
　
新

奇
な
る
も
の
に
対
す
る
偏
見
1
で
あ
る
。

t
中
略
)
　
文
学
に
対
す
る
近
代
的
態
圧
は
'
評
価
と
判
断
と
を
除
外
し
な

い
O
 
L
か
L
t
そ
れ
は
'
判
断
の
批
評
が
'
最
も
自
由
な
棉
抑
的
吟
味
の
氾
群

に
よ
っ
て
先
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
'
及
び
、
か
く
し
て
、

批
評
に
お
け
る
最
も
基
軽
的
な
要
素
は
、
解
釈
の
批
評
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

&
」
'
C
J
G
」
　
(
小
K
-
L
i
f
c
蒜
山
「
V
.
 
-
i
^
-
E
に
.
釣
り
午
.
L
 
s
o
y
　
輔
1
-
r
-
i
i
'
i
訂

的
拙
f
r
=
-
t
'
'
-
た
は
　
　
　
　
　
一
二
口
∴
～
≡
四
七
蝣
(
)

」
'
r
徳
川
晴
代
の
初
期
に
現
わ
れ
た
る
文
学
は
中
世
文
学
の
特
性
を
雛
東

L
t
ナ
J
i
d
喧
蝣
I
-
'
i
l
て
蝣
s
j
＼
L
F
J
二
㌧
∵
~
工
-
'
I
:
-
 
'
!
し
-
H
-
.
T
V
小
;
た
す
、
∵
i
'
-
'
h
i
二
J
t
・
附
.
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代
の
礎
で
あ
る
放
縦
な
る
個
性
の
苛
故
の
中
に
も
、
中
経
揃
神
が
絡
み
つ
い
て

居
る
の
で
あ
っ
て
,
そ
の
極
限
に
於
て
現
わ
れ
た
古
代
精
神
・
中
壮
精
神
Q
.

『
文
学
反
響
L
i
t
e
r
a
r
y
e
c
h
o
の
中
よ
り
、
近
代
文
学
の
特
性
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
知
識
帽
級
に
於
け
る
反
坪
は
擬
古
的
で
も
あ
っ
た
。

市
民
の
,
是
醤
い
た
時
に
バ
ロ
デ
ー
と
も
な
っ
た
。
田
園
の
人
の
心
の
中
に
は

イ
ヂ
ー
_
-
ノ
ン
⊥

牧
歌
的
な
箸
も
伝
え
た
。
併
し
な
が
ら
こ
の
全
面
を
統
率
す
る
も
の
は
近
代

-
　
　
」
　
一
!
f
~
.
-
r
　
　
「
　
㍉
　
　
　
v
:
-
/

学
の
体
系
一
一
近
性
文
学
の
特
性
　
二
五
三
ペ
)

1
7
　
「
実
際
我
々
は
詩
的
警
宗
一
半
は
こ
こ
で
文
学
的
反
辞
と
呼
ぶ
と
こ

ろ
の
も
の
の
基
礎
に
依
存
し
て
い
る
と
云
っ
て
も
よ
い
程
で
あ
る
。
文
芸
復
興

は
つ
づ
-
詩
の
成
語
お
い
て
、
そ
の
均
衡
の
穏
健
は
'
詩
に
お
け
る
導
品

固
動
及
び
求
心
的
衝
動
と
し
て
の
,
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
る
も
の
及
び
古
典
的

な
る
も
の
～
新
鮮
と
新
奇
と
に
瓶
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
る
も
の
と
、
承
認

さ
れ
た
諸
々
の
形
式
と
調
和
し
て
そ
れ
白
身
を
廻
伝
L
t
内
在
的
に
美
し
い
と

こ
ろ
の
も
の
に
親
密
と
回
想
と
の
附
加
的
美
を
与
え
る
と
こ
ろ
の
古
典
的
な
る

も
の
1
の
合
一
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
'
我
々
は
既
に
見
て
来
た
。

意
味
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
こ
と
は
、
あ
る
詩
人
が
伝
統
的
材
料
を
悶
い
る

と
い
う
単
な
る
事
実
で
は
な
い
.
そ
の
反
辞
は
,
最
も
偵
細
な
部
分
1
形
容

・
-
/
-
.
'
-
y
-
!
　
-

あ
る
と
い
う
事
実
の
怠
惰
な
来
認
で
は
い
け
な
い
.
そ
の
類
似
は
回
想
で
あ
る

が
、
『
反
響
』
の
徴
妙
な
懲
冒
に
ま
で
沈
め
ら
れ
た
回
想
で
あ
る
.
」
(
本

多
践
彰
訳
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
　
莞
㍍
讐
十
毒
文
学
的
反
辞

堕
一
の
自
然
と
し
て
の
文
学
の
概
念
　
五
三
ペ
)

以
上
の
よ
う
に
,
「
国
語
の
空
の
慧
葺
と
も
い
う
べ
き
'
「
五
国
文

学
の
体
釆
」
に
は
・
モ
ウ
ル
ト
ン
の
　
「
文
学
の
U
H
代
的
研
究
」
か
ら
の
引
用

へ
お
し
ま
い
の
1
 
7
は
'
モ
ウ
ル
ト
ン
と
い
う
名
の
見
え
な
い
'
間
接
引
用
に
属

す
る
も
の
。
)
が
1
 
7
例
も
見
ら
れ
る
。

「
国
語
の
カ
」
の
「
五
　
国
文
学
の
体
釆
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

一

　

一二≡iai五六七A九十

一
一一

二
一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九

二
〇

国
文
学
の
対
象

認
識
の
統
一
　
C
-
)

独
創
的
な
j
も
の

動
機
と
態
度
　
-
　
(
<
N
)
　
C
c
c
)
　
(
^
)

文
学
思
潮
の
意
味

日
本
文
学
の
歴
史
的
研
究

日
本
文
学
思
潮
の
詑
方

日
本
文
t
-
E
心
淵
j
T
 
f
l

古
代
文
学
の
特
性
　
　
(
w
)
　
(
ォ
0

中
性
文
学
の
特
性

近
世
文
学
の
特
性
　
　
(
」
}

世
界
的
文
学

何
を
,
-
-
-
.
v
U
べ
き
か

t
n
H
に
f
b
-
J
J
べ
*
r
j
-
か
　
　
C
'
-
)

対
象
の
統
一
　
(
=
。
j

世
界
文
学
　
　
(
=
サ
)
　
C
2
)

¥
-
帖
と
仕
L
v
K

再
び
形
式
に
就
い
て
　
　
c
m
)

-
l
l
j
)
　
五
一

判
断
の
統
一
　
C
2
)
　
(
隻
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一
再
び
「
読
む
力
」
に
就
い
て

国
語
の
カ
　
ー
　
(
」
)

文
化
の
創
造

モ
ウ
ル
ト
ン
の
所
説
を
引
用
し
た
り
'
そ
れ
に
言
及
し
た
り
し
て
い
る
個
所

は
'
右
に
元
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
国
文
学
の
体
系
」
一
～
玉
ま
で
'
全
般

に
わ
た
っ
て
'
引
用
・
・
接
用
・
言
及
の
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
引
用
を
'
モ
ウ
ル
ト
ン
の
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
に
つ
い
て
見

る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

序
論
　
近
代
的
研
究
の
優
勢
な
る
輿
凪
-
統
一
、
帰
納
'
展
開
　
　
(
t
e
l

第
一
篇
　
文
学
形
聖
醐
　
文
字
の
多
様
と
そ
切
根
底
に
横
わ
る
媒
理

/

　

　

　

′

　

　

　

!

第
一
葺
　
文
学
の
形
態
の
諸
要
素
-
　
(
-
o
　
(
<
o
)
　
O
)

m
;

節
三
軍
　
文
学
解
釈
の
鎚
　
文
学
の
形
態
　
　
(
.
z
)

第
二
篇
　
文
学
研
究
の
分
野
と
範
囲

ク

第
四
章
　
文
学
の
分
野
の
統
一
と
世
界
文
学
の
概
念
　
(
<
c
j
　
(
t
o
)

Ca)

∵

、

_

.

い

　

　

　

　

　

　

、

.

-

-

-

.

-

r

,

第
三
篇
　
世
界
文
学
の
歴
史
に
反
映
し
た
も
の
と
し
て
の
文
学
の
展
開

堅
ハ
草
　
詩
と
散
文
と
の
分
化
1
(
㍗
)
　
(
巳

∴
‥
*
-
-
蝣
蝣
.
-
'
.
:
-
-
¥
¥
.
)
　
∴
‥
)
　
㌫
】

第
八
葺
　
戯
曲
に
お
け
る
展
開
-
　
(
㍗
)

第
九
草
　
野
情
話
に
お
け
る
展
開
-
　
(
㍗
)

第
四
出
崩
　
文
学
批
評
へ
伝
統
的
混
乱
と
近
代
的
復
興

ク

第
十
葦
　
文
学
批
評
の
詣
型
と
そ
の
伝
統
的
混
乱
　
　
O
S
)

′

　

　

　

′

第
十
三
軍
　
帰
納
的
批
評
ま
た
は
解
釈
の
批
評
　
　
(
」
)
　
C
2
)'

-

蝣

_

I

第
五
監
　
哲
学
の
l
様
式
と
し
て
の
文
学

ク

第
十
八
草
　
思
惟
の
一
様
式
と
し
て
の
物
語
　
　
(
S
.
)
　
c
S
J

ク

第
二
十
葺
　
人
生
及
び
自
然
の
高
級
な
解
釈
と
し
て
の
文
学
　
　
C
-
J

第
六
監
　
芸
術
の
一
様
式
と
し
て
の
文
学

ゾ
u
ソ
.
i
.

第
二
十
三
軍
　
詩
的
建
築
及
び
芸
術
的
摂
理
と
し
て
の
筋
-
　
(
n
)

′

　

　

　

/

(
ォ
)
　
(
S
J

第
二
十
五
章
文
学
的
反
辞
、
琴
I
の
自
然
と
し
て
の
文
学
の
概
念
-

(
5
)

・
′

結
論
　
文
学
の
伝
統
的
並
び
に
近
代
的
研
究
　
　
C
-
O
 
C
S
)

右
の
各
幕
下
に
記
入
し
た
よ
う
に
'
「
序
論
」
・
r
結
論
」
の
ほ
か
、
六
篇

1
五
軍
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
o
「
国
語
の
力
」
の
各
章
(
丁
四
)
に
比
べ

れ
ば
、
こ
の
第
五
章
　
「
国
文
学
の
体
系
」
に
は
、
も
っ
と
も
多
く
の
引
用
・

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
随
処
に
必
要
に
応
じ
て
,
モ
ウ
ル
ト
ン

か
ら
の
自
在
な
引
用
が
な
さ
れ
'
モ
ウ
ル
ト
ン
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
の

函
E
5
C
S

「
国
語
の
力
」
　
の
第
五
葺
に
位
躍
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
五
　
国
文
学
の
体

系
」
は
'
一
解
釈
の
カ
へ
二
　
文
の
形
へ
三
　
言
語
の
捕
カ
,
四
　
文
の
符

動
t
に
比
べ
て
'
短
内
堅
亮
生
が
年
来
考
究
さ
れ
,
お
そ
ら
く
は
講
述
さ
れ

て
き
た
餌
域
で
あ
っ
て
、
最
も
カ
の
こ
も
っ
た
も
の
で
あ
る
O
こ
の
銃
域
の
論

述
に
あ
た
っ
て
'
モ
ウ
ル
ト
ン
の
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
か
ら
,
縦
横
に
引

用
さ
れ
、
ま
た
'
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
の
は
'
垣
内
先
生
の
モ
ウ
ル
ト
ン
へ
の

・

J

-

-

-

-

-

'

-

-

・

一

∵

m

　

小

・

　

　

　

　

.

蝣

'

}

-

<

-

.

;

.

-

蝣

:

蝣

.
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念

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

e

4

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
.
辛
.
:
・
∵
I
-
-
,
'

A

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

`

4

文
学
(
沓
形
態
)
昆
開
墾
文
学
批
評
1
就
中
'
帰
納
的
批
評
へ
解
釈
の
考

i

r

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

>

i

　

　

　

　

　

ォ

ー

え
方
'
哲
学
の
一
枝
式
と
し
て
の
文
学
輿
プ
ロ
ッ
ト
諭
'
文
学
的
反
粋
輿

な
ど
へ
　
そ
ウ
ル
ト
ン
の
基
本
的
な
考
え
方
は
'
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
-
摂
放
さ

れ
、
描
用
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
摂
取
・
沼
用
は
'

単
な
る
借
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
じ
ゆ
う
ぶ
ん
消
化
し
た
上
で
な
さ
れ
て

い
る
。
時
に
は
、
批
判
的
に
も
扱
っ
て
あ
る
。

「
国
語
の
カ
」
の
う
ち
'
と
く
に
'
五
国
文
学
の
体
系
の
成
立
に
あ
た
っ

て
は
'
モ
ウ
ル
ト
ン
の
近
代
的
文
学
研
究
法
を
摂
乾
し
へ
吟
味
し
て
'
そ
れ
を

基
本
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
国
文
学
の
体
系
」
自
体
'
日
本
文
学
研

究
の
立
場
と
方
法
と
を
求
め
て
い
て
、
方
法
論
憲
誠
が
き
わ
め
て
鮮
明
で
あ

る
。
モ
ウ
ル
-
ン
の
「
文
学
の
近
代
的
研
究
」
も
、
伝
統
的
研
究
か
ら
近
代
的

研
究
へ
脱
皮
す
べ
く
'
明
確
な
方
法
意
識
に
貫
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
'

そ
の
面
か
ら
、
「
国
文
学
の
体
釆
」
探
索
に
対
し
て
'
元
攻
す
る
点
が
多
い
も

の
で
あ
っ
た
.
モ
ウ
ル
ト
ン
の
文
学
研
究
面
で
成
果
し
え
た
も
の
を
'
日
本
文

学
研
究
に
お
い
.
て
'
最
大
限
に
利
用
し
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
.

な
お
,
「
国
語
の
カ
」
成
立
の
契
践
と
も
な
っ
た
'
「
国
暦
の
カ
」
所
収
の

長
野
試
供
「
国
軍
敬
按
と
国
軍
教
育
」
に
は
、
モ
ウ
ル
ト
ン
に
関
す
る
言
及
が

三
例
見
ら
れ
る
.
主
と
し
て
、
作
文
教
授
に
関
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
O
講
述
に
際
し
'
モ
ウ
ル
ト
ン
の
所
説
に
'
立
論
の
跳
緒
を
得
て
い
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
在
来
の
希
魁
伝
来
の
修
辞
学
を
排
し
て
へ
そ
ウ
ル
ト
ン
が
考
え

た
よ
う
に
,
吏
た
モ
ウ
ル
ト
ン
の
考
え
で
は
'
ま
だ
不
放
底
で
あ
る
点
を
補
充

し
て
,
」
　
(
有
朋
堂
駁
「
国
語
の
カ
」
、
三
一
四
-
三
一
五
ペ
)
と
述
べ
て

あ
る
よ
う
に
i
モ
ウ
ル
-
ン
ヘ
の
単
組
な
傾
倒
で
な
か
(
.
1
た
こ
と
は
、
注
目
さ

れ
る
。

(
昭
和
3
9
年
7
月
1
 
9
日
稿
)
　
(
本
学
助
教
授
)
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